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国立国語研究所創立50周年記念シンポジウム
日本語研究の新領域と国立国語研究所
黛時　　平成10年12月15日（火）
　　　　午後2時30分から5時30分まで
場所　　国立国語研究所　講堂　　（竃号館5階）
ζ趣旨】
　国立国語研究所は，創立以来，各方面の御指導と御批判に支えていただきながら，
現代日本語の諸側面にわたる調査研究と関連事業を継続し展開してきました。
　創立当初，ほかにはまれであった現代日本語についての研究も，この間，国の内外
にわたる所外において，質量共に拡大・深化しています。
　創立50周年を迎える研究所にとって，これまでの蓄積を振り返り，所外の動向を
充分に把握しながら将来への新たな展望を持つことが不可欠です。そうすることを通
して，研究所が今後とも学界や社会に貢献しうる道を模索し開きたいと願います。
　今回の記念事業では，ヂロ頭研究発表」「研究室公開」「ポスター発表」など，多様
な形態によって，現在の研究所の進める研究・事業の全容をおおやけにし，各方面か
らの御批判や御指導をいただく機会としました。
　本シンポジウムは，これらを承け，上記の発表や展示の内容すべてを対象として企
画しています。関連する諸領域の研究者4名の御批判と御提言をいただき，それに担
当研究所員がお答えするところを出発点にして，会場に御参丸いただく多くの皆様と
ともに，f日本語研究の新領域と国立国語研究所」という標題に沿った議論が，より
開かれた形と内容とで展開できる機会にしていただければと願います。
【提言】
　音声言語処理研究の領域から
　国語学の領域から
　日本語教育・対照研究の領域から
　コミュニケーション研究の領域から
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　　（敬称略・五十音願）
（ATR）
（青山学院大学）
（東北大学）
（東京大学）
【総括提言】
　国立国語研究所への期待 中　西　　進　　　（大阪女子大学）
　　　　（国立国語研究所評議員）
【司会】 杉戸　清樹　　（言語行動研究部　所員）
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